
― 2019年全国業者婦人の実態調査 － 

集まって話し合い、記入をすすめるために（話し合い資料） 
2019年 5月 14日  

全商連婦人部協議会 

◆  役員会で話し合って、記入を呼び掛けるために  

 15 回目を迎える今回の「実態調査」は、以下のような運動として、取り組むことを提起しています。 

①年代別の要求を掘り起こし、集まる機会を増やし、婦人部の存在意義を知らせる絶好の機会として生かす 

②調査を通じて、一人ひとりの業者婦人が抱えている思いを共有し、寄せられた声に応える運動に取り組む 

③さまざまな要求を掘り起こし、夏の参院選、秋の決起集会へとつながる運動を意識して取り組む 

 役員会では、調査を書き込む小集会や、集まりを呼び掛ける訪問・対話を

どうすすめるか、相談して取り組みましょう。 

調査対象は、婦人部活動が活発になり、仲間づくりにつながるように、 

婦人部員と入部対象者とします。 

役員の話し合いには、次の 3 つの文書を活用してください。文書は、常

任幹事のみなさんには郵送で、県婦協あてにはメールで送っています。 

【役員討議 関連文書（別途発送済み）】 

■ 第３回常任幹事会決議 

■ ２０１９年「全国業者婦人の実態調査」運動について 

■ 実態調査目標数と用紙送付一覧 

 

◆  お互いの状況や運動の意義を深めるために  

実態調査の記入を通じて、仲間の置かれた状況をお互いに知り、婦人部の活動と仲間づくりがなぜ必要か、理解

を深めるには、各質問がなぜ設けられているかを押さえ、深めてもらいたい問題を投げ掛けて、集まった仲間の皆

さんに話し合いを促すことが大切です。 

実態調査の各章【１】～【３】について、「設問目的と討論ポイント」（例）を、以下のように紹介します。国保に

関する調査結果は、民商・全商連の国保改善運動にも生かすことが、内外から期待されています。婦人部役員はも

ちろん、民商役員・事務局の皆さんとも共有して、運動の推進を図りましょう。 

 

【１】あなた自身のこと 

記入されるご本人の年齢、家業の業種・業態、現状の仕事に就く経

緯、その際の困り事などを通じて、女性をめぐる就業・開業の問題

を明らかにするものです。世代毎の特徴にも注目したいと考えます。 

「K 開業・就業の動機」「L 開業・就業時の問題点」「N 性別による不

利益・差別」などを具体的に出し合って、自らの置かれた状況を確

認し合い、世代を超えた集まりでも、相互理解を深めましょう。 

 

【２】あなたの家業の状況 

家業の状況を具体的に明らかにするための設問です。 

  「家業以外に、パート・アルバイトやその他の副業（フリーランスを含む）で家計を補っている」ということ

もあるでしょう。その場合は、家計を支える主要な事業の内容について、回答してもらうようにし、日々の振り

返りにもつなげてみましょう。 

売上・利益など家業の事業状況と、副収入も含めた家計の状況および、ご本人が家業や副業、地域で果たす積

極的な役割を明らかにし、働きが報われる社会・経済の在り方

を考える材料にします。「売上・利益などが分からない」とい

う人も、そのままにせず、家族が協力するために、認識を共有

する大切さに理解を深めましょう。 

家業のやりがいをお互いに出し合って、業者婦人の存在意

義を深めるともに、働き方や報酬が報われるものになってい

るか、また、家業や家計を圧迫しているものは何か、話し合っ

てみましょう。 

 

 

 

 

 

秋内(あきない)家の家族たち 

 
花屋･造園 

民商婦人部 役員・事務局の皆さんへ 



 

【３】くらしと健康 

自営業・小規模企業にとって、営業とくらし・健康は、表裏一体になっています。営業が悪化すると暮らし

に大きな影響を及ぼし、健康が損なわれれば営業にもダメージを与えるでしょう。大企業優先のむき出しの経

済競争政策が、自営業・小規模企業を廃業・倒産に追い込んでいる実態を「くらしと健康」面からも明らかに

し、施策の必要性を具体的に浮き彫りにしていきます。 

切実な困難が、背景にあることが多い設問です。グチや悩みも、率直に出し合えるようにしましょう。以下

のような回答には、実情をつかんで必要な対応ができるよう、気配りをしましょう。 

35－④ 国保料(税)の支払いは：｢①払っている｣との回答でも「３０－② 病院に行けなかった理由」｢３５－② 保険証

の種類｣で困難が示されている場合などは、安心して相談しても

らえるようにしましょう。 

36－④ 就学援助制度について：「⑤該当しない」との回答には、該

当自治体の援助対象基準額が低すぎないか、実情を把握しまし

ょう。 

37－② 介護の心配事は：心配事を上げている人には、頼れる相談 

先がありますか？ と声を掛けましょう。 

 

【★】 消費税複数税率・インボイス 

消費税 10％増税の実施が狙われる 10 月１日に向け

て、「さらに広範な業者婦人が、税制の変更による影響

を自らの商売に引き寄せて、怒りの声をあげる」機会

にしていくための設問です。消費税増税と複数税率・

インボイスについて、「絶対に困る」「中止すべき」と

の回答者を中心に、なぜ反対なのか、商売や生活への

影響を具体的に出し合って、「やむを得ない」という人

とも、増税を中止させる運動の意義を深めましょう。 

 

◆  「どう書くの？」――記入者の疑問に答えるために  

業者婦人の「暮らしと営業」の状況は様々です。質問によっては、どう回答したらよいか、迷うことも予想され

ます。「どう書いたらいいの？」と聞かれた際は、以下の回答基準も参考にして、記入の考え方を伝えましょう。 

※ 別項「記入例」も参考にしてください。 

【１】あなた自身のこと 

  

B あなたの家業の業種      ：この調査では「家業」を、以下のように定義して回答してもらいます。 

（※１）「家業」＝記入者本人と家族が、一家の生計を立てるために営む主要な事業  

 E－① 家業に従事している人数  ：事業主も含む人数です。夫が事業主で本人も従事する場合は２人となります。 

  －② フリーランスですか    ：記入者本人がフリーランスかどうかを、答えてもらいます。 

 Ｈ･Ｉ･Ｊ 就業年齢/前職/営業年数：いずれも記入者本人が、いまの仕事に就いた状況を、答えてもらいます。 

 

【２】あなたの家業の状況 

 

■家業の売上・利益・所得・資金繰りおよび生計費 

  ２ 仕入れ・経費は    ：賃加工・派遣業など仕入れがない場合、経費一般について答えてもらいます。 

   ７ 世帯全体の所得は   ：家業（上記 ※１）の収入に加えて、本人や同居家族の副収入や受取年金など、世帯収

入すべてを対象にします。 

    10これ以上の消費税増税は：消費税増税への賛否を、まず明らかにし、付随する制度改正については、最後に別項で

是非を問います。 

 

 ■家業での働き方・報酬 

  14 １日のうち営業に携わる時間       ：日々の就業時間が異なる場合、働き方に対応した１日当たりの概算 

(週や月の平均)で、答えてもらいます。 

  15－①・② 家業以外での働き方（日次・週次）：問 14 に準じて、週あるいは月の平均を答えてもらいます。 

 

 



 

   17  自分の仕事を賃金換算すると月額いくら ：取れている場合はその月額、取れていない場合は、働きに見合うと本

人が考える金額、「自分の働き分はいくらぐらいあるのか」を考えて、

答えてもらいます。 

 

 ■家業のやりがい・課題 

  自営業・小規模事業者が、地域で果たす役割を見直す機会となるよう、積極的に回答してもらいましょう。 

 

【３】くらしと健康 

 

■健康と医療 

  35－③ 国保料(税)の年額はいくらですか：直近の負担（2018 年分）について、答えてもらいます。 

35－④ 国保料(税)の支払いは     ：直近の負担（2018 年分）について、答えてもらいます。 

※ 上記③・④で現状を明らかにし、国保の都道府県化など更なる負担増に伴う影響を、告発する根拠とします。  

 

 

【記入例】 

 

 

 

 

 

 

①県の番号は、実態調査目標

数と用紙送付一覧の「県番」

を参考にしてください（例）

北海道→01、沖縄→47 

②筆記用具は、ボールペン・

シャープペンシル・鉛筆の

どれでも大丈夫です。はっ

きりとご記入ください 

③該当しない場合は、空欄

のままにしておいてくださ

い 

④「その他」を選び、具体

的なことを記入される場

合は、最後のページの「自

由にお書きください」の欄

をお使いください 

 

⑤これは悪い例です。□か

らはみ出さないようにし

てください 


